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令和８年１月１０日

狭山市との連携による

「フェムテック体験事業」を実施いたしました

【本件に関するお問い合わせ】
飯能信用金庫 地域支援部 地域活性化推進グループ 山本・相山

9:00~17:00） ✉tiiki@hanno-shinkin.jp

令和７年１１月１８日（火）飯能信用金庫は、男女共同参画社会の実

現に向けた狭山市との取組みとして、フェムテック体験事業「生理痛体

験研修～女性への理解を深めよう～」を実施いたしました。
この体験事業は、令和５年に狭山市・当金庫との共同プロジェクトと

して実施した「ウーマン・ソリューションズ・プロジェクト」において
提案された、「フェムテックを活用したリテラシー向上研修」の実施が
契機となっています。生理の痛みを疑似体験する事により、女性特有の
体調不良による休暇取得への理解を深めること、また、個人や組織とし
て出来る事を狭山市と当金庫の双方の職員が意見交換することで、休暇
を取得しやすい環境づくりを目指しながら交流を深めていくことを目的
としています。
この体験会は、狭山市役所と当金庫の管理職を含む職員、計４０名が

参加し、単に痛みを体験するイベントとするのではなく、職場環境や働
きやすさを見直す大きなきっかけとなりました。

今後も当金庫は、女性の健康課題と仕事の両立に向けた支援を行い、

男性も女性も健やかに活躍できる就業環境をサポートしてまいります。

✔ 生理痛体験

株式会社リンケージ協力のもと、
生理痛体験装置「ピリオノイド」
を利用し、下腹部に電極パッドを

装着することで、生理期間中の内側から
絞り込まれるような鈍痛を体験。

✔ 現状の課題や
今後の取組みについて検討

「働く女性の健康問題に関する
アンケート」を活用し、

現状の把握や今後の取組みについて
狭山市職員とグループワークを実施。


